
 
 

 
 

 

 

日本では、1 日に約 4 人が新たに HIV に感染したりエイズを発症しています。 

  2011 年の 1 年間の新規感染者・患者報告数 1,529 人のうち、HIV 感染に気づ 

かずに 「いきなりエイズ」を発症した患者が 473 人で過去最高となりました。 

福井県は「いきなりエイズ」率が全国平均より高いです。 

《予防方法》 

HIV 感染の８割以上が性行為によるものです。異性間・同性間を問わず、性行為

の際にはコンドームを正しく使用しましょう！ 

「いきなりエイズ」を避けるためには、まず検査を受けましょう！ 
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若狭健康福祉センター   

地域保健課  辻・齊藤  TEL：0770-52-1300  

ﾒｰﾙ：w-fukusi-c@pref.fukui.lg.jp 

※ご意見ご感想をお待ちしています。 

福井県感染症発生動向調査速報 
（第４０週 １０/１～第４４週 １０/２８） 

２類：結核１２名（２名）   

３類：腸管出血性大腸菌感染症１名   

５類：バンコマイシン耐性腸球菌感染症１名、 

アメーバ赤痢 1名＊（ ）内は若狭管内の発生 

『12 月 1 日は世界エイズデー』休日エイズ相談・検査を行います 

【お知らせ】悩みごと何でも相談会（おおい会場） 

★５職種による相談会★  

（弁護士、精神科医、臨床心理士、福祉相談員、児童家庭相談員） 

日時：平成 24年 11月 27 日（火）13:30～16:30 

場所：おおい町総合町民センター２F（役場の隣） 

－１Fでは、就職支援合同面接会が開催されます－ 

☆別添チラシをプリントアウトして、必要な方にお渡し下さい 

日時：平成２４年１２月 1日（土）9:00～12:00 

場所：若狭健康福祉センター ２階 

※予約不要、無料、匿名で受けられます。 結果は１週間後です。   

レッドリボンは、

「わたしはエイズ

に関して偏見をも

っていない、エイ

ズとともに生きる

人 々 を 差 別 し な

い」という意志を

示すものです。 

ノロウイルス攻略 ～ピークは冬場～ 

11 月ごろから増え始めます 

  

☆集団感染の恐れが大きい  

☆小児や高齢者は重症化に注意 

 

☆予防の基本は『手洗い』です 

☆食品は 85℃以上で 1 分以上加熱 

☆感染源（便,吐物）は慎重かつｽﾋﾟ

ｰﾃﾞｨｰに処理 

感染症・食中毒対策研修会を開催しました 

10 月 31 日と 11 月 1日、社会福祉施設等を対象に行いました。感染症対策では、施設に持ち帰って確実に伝達研

修を実施していただけるような教材をご紹介しました。皆さまのところでも是非活用ください。 

⇒「今すぐ役立つ！感染症予防」ＤＶＤ  監修：東京都福祉保健局 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/kansen/kansendvd.html 


